
 
 

  
森林総合研究所関西支所 令和５年度公開講演会 

「広葉樹活用のすすめ－広葉樹林を「お宝」として活かすために－」開催のご案内 

ポイント 

・公開講演会を 7月 12日（水）午後、京都駅前にある龍谷大学響都ホール交友会館で行います。 

・広葉樹林は、得られる木材の多くが安価な用途に使われるため、価値が低く見積もられています。 

・これまで低くみられてきた広葉樹林の価値を見直し、有効活用する方法を提案します。 

・多様な樹種で構成される広葉樹林での伐出方法とそのコスト、資源量や価値の評価方法を紹介し、

日本の森林面積の約半分を占める広葉樹林の資源の活用について皆様とともに考えたいと思い

ます。 

 

   

日本では、広葉樹林から伐り出された木のほとんどが安価なチップとして使われるため、広葉樹林の経済的

な価値は低いとみられています。しかし、樹種や大きさに応じて利用法を工夫することで、広葉樹材はより

高く売れる「お宝」となり、広葉樹林の利用と手入れがさらに行き届くようになると期待されます。  

 本講演会では、スギやヒノキより手間のかかる広葉樹林での伐採方法とそのコスト、複雑な樹形の広葉樹

からどのような木材がどのくらい得られるのかを伐る前に見積もる技術、広葉樹林の価値の評価手法をご紹

介し、日本の森林面積の約半分を占める広葉樹林の資源を活用する方法を皆様と考えたいと思います。 

 貴社におかれましては、本講演会の開催について、紙面、番組等で広くご案内いただくとともに、当日、

ご参加いただければ幸いです。 

 

【日 時】2023年 7月12日（水） 13時30分〜16時 30分（開場12時 30分） 

 

【場 所】龍谷大学 響都ホール校友会館（JR京都駅八条口前 アバンティビル 9F） 

 

【テ ー マ】広葉樹活用のすすめ－広葉樹林を「お宝」として活かすために－ 

 

【プログラム】基調講演 地域活性につなげる広葉樹林の育成管理に向けて 

 梶本 卓也 氏 （新潟大学佐渡自然共生科学センター森林領域 教授） 

講演１． 広葉樹林を「お宝」とするために 

齊藤 哲 （森林総合研究所 企画部研究評価科長） 

講演２． 広葉樹林をどうやって伐る？－伐採方法と生産コスト－ 

      鈴木 秀典（森林総合研究所 林業工学研究領域森林路網研究室長） 

講演３.  広葉樹林で使える木材はどれくらい？－原木利用率の推定方法－ 

小谷 英司（森林総合研究所 森林管理研究領域資源解析研究室長） 

講演４.  広葉樹林のお値段は？－木材資源の価値－ 

山下 直子（森林総合研究所関西支所 森林生態研究グループ長） 

        ポスター発表 

        パネルディスカッション 

問合せ先など 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所関西支所長 鷹尾 元 

広 報 担 当 者：森林総合研究所関西支所 産学官民連携推進調整監 軽部 正彦 

問い合わせ先：森林総合研究所関西支所 地域連携推進室長 大谷 大介 

Eメール：fsm-ren@ffpri.affrc.go.jp  Tel：075-611-1201（代） 

本資料は、京都府記者クラブに配布しています。 

 

令和５年５月２９日 
国立研究開発法人 森林研究・整備機構 

森林総合研究所関西支所 

mailto:fsm-ren@ffpri.affrc.go.jp
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